
1978年生まれ。博士（アジア研究）。2009年4月に関西学院大学社会学部着任、2023年4月よ
り現職。現代日本社会における学校・仕事をめぐるこども・若者の「生きづらさ」を、質的調査（イン
タビュー）から明らかにしている。2011年から「生きづらさからの当事者研究会」コーディネー
ター。著書に『「生きづらさ」を聴く 不登校・ひきこもりと当事者研究のエスノグラフィ』（日本評
論社）、『10代から知っておきたい あなたを丸めこむ「ずるい言葉」』（WAVE出版）などがある。

講　師

〒105-0014 東京都港区芝2-5-6 芝256スクエアビル1・2F　
TEL 03-6722-0123　E-MAIL fukyu3102@tokyo-jinken.or.jp
URL https://www.tokyo-hrp.jp/

東京都人権プラザ

お申込みはこちら

お問合せ

　近年、こどもの人口が減少する一方、不登校のこどもは増加しています。不登校は、特定のこどもに限ら

れた問題ではなく、現代社会に潜む多様な「生きづらさ」や構造的課題が背景にあると指摘されていま

す。本講座では、不登校や若者の「生きづらさ」を研究してきた専門家を迎え、「不登校を理解するとは

どういうことか」「不登校への『対応』は何をゴールとしているのか」といった問いを出発点に、不登校

という現象の意味や「生きづらさ」との関係、不登校をめぐる社会の価値観について理解を深める

機会とします。

　学校に行かないこどもたちを一方的な価値観で評価するのではなく、一人ひとりが尊重さ

れる社会のあり方を問い直しながら、こどもたちへの支援や関わり方について共に考えます。

参 加 方 法

貴戸 理恵 関西学院大学社会学部教授

以下のWebフォーム（QRコード）、電話のどちらかでお申込みください。

●

●

オンライン参加の方にはお申し込みいただいた際のEメールアドレスに、
招待リンク・ミーティングID・パスコードを前日までにお送りします。
会場参加の方には、Eメールまたは郵送で前日までに受講案内をお送りします。

その他

電話でお申し込みの場合は、以下の内容をお知らせください。
①代表者名②参加人数③参加形式（会場・オンライン）④受講案内送付先（住所・メールアドレス）
⑤電話番号⑥障害等による必要な配慮の有無（有の場合は内容）

電　話 03-6722-0123

申込締切 会　　    場

オンライン

2025年  9月26日(金)正午

2025年10月  1日(水)正午

※ご提供いただいた個人情報は、申込手続き以外には使用いたしません。

情報保障·託児を希望される方は、講座申込時に併せて9月19日（金）までにお申し込みください。

https://form.run/
@lecture-2025-02

フォローアップ・テキスト（事後学習資料）の提供フォローアップ企画

参加者が講座内容に関して事後学習を行い、より理解を深められるよう学習資料を参加者に提供します。

はじめました


